
２　公安委員会及び警察本部長

（１）政策評価

ア　実施状況

①　対象

②　実施時期

　公安委員会及び警察本部長による評価 令和７年７月上旬

③　評価に用いたデータ等

　○政策を構成する施策の評価結果

　○政策を取り巻く社会情勢等の変化

④　評価に用いた観点及び判定基準

（１）定量的評価

　 施策の評価結果の平均点から判定する。

　施策評価結果の配点　　ａ：４点、ｂ：３点、ｃ：２点、ｄ：１点、ｅ：０点

（２）定性的評価

　

（３）総合評価

　必要に応じて、政策を取り巻く社会情勢等から判定する。

評価結果 判定方法

Ａ

　原則として、定量的評価により総合評価を決定する。ただし、定性的評
価を考慮する必要がある場合には、その内容を明らかにした上で、総合的
な観点から決定する。

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｃ相当 　平均点が２点以上３点未満

Ｄ相当 　平均点が１点以上２点未満

Ｅ相当 　平均点が１点未満

　「令和６年秋田県警察運営の基本方針と重点目標」の基本方針

　　　安全で安心な秋田の実現

Ａ相当 　平均点が４点

Ｂ相当 　平均点が３点以上４点未満
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施策

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

イ　政策評価結果の概要及び評価結果の反映状況

など など

総合評価 　評価理由

特殊詐欺の被害が増え、刑法犯認知件数も増
加している。
特殊詐欺被害防止のためには、電子マネー被
害防止封筒を活用し、電子マネー購入者に対
する声掛けを確実に実施する必要がある。
犯罪減少のためには、住民の防犯意識の向
上、防犯カメラによる犯罪抑止、犯罪発生状
況等の分析に基づく創意工夫をこらした活動
等の各種施策が重要となる。

特殊詐欺の被害防止方策として、コンビニエンスストア
等のアルバイト従業員を含めた全従業員に対し、電子マ
ネー被害防止封筒の活用を依頼し、コンビニエンススト
ア担当警察官制度による店舗との連携を強化しながら被
害防止を図っていく。
地域住民との防犯活動、防犯カメラ設置による犯罪抑
止、児童等の安全確保対策を推進し、１件でも多くの犯
罪を未然に防止する。

政策　安全で安心な秋田の実現

政策を構成する施策の評価結果　（詳細は、Ｐ118～120を参照）

　施策名１　県民を犯罪等から守るための取組

2

など など

Ｂ

　施策評価の結果を基にした定量的評価は３で「Ｂ相当」であることから、総合評価は、「Ｂ」とす
る。

交通事故による死者数は、令和３年から30人
前後を推移し、いまだ27人以下の目標を達成
できていない。
高齢者が関係する交通死亡事故の発生率は高
く、免許返納制度、交通安全教育等の高齢者
事故防止対策をより一層進める必要がある。
危険な交通事故防止のため、信号灯器・横断
歩道等の整備を着実に進めるほか、悪質交通
違反等の取締りをより一層強化する必要があ
る。

高齢者による交通事故防止対策として、安全・安心アド
バイザーによる戸別訪問や体験型の交通安全教育、頻回
事故惹起者の個別指導等の取組を引き続き実施する。
信号灯器の完全ＬＥＤ化、社会情勢に対応した交通規
制、悪質交通違反取締りに資する機器の整備等の取組を
今後も継続する。

課題 今後の対応方針

1

ｃ

　施策名２　交通事故防止のための総合的な取組 a
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